
The Environment Mutagen Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Environment 　Mutagen 　Sooiety 　of 　Japan

P− 083

大腸菌 WP3101P ・WP3106P 株を用い た突然変異誘

発 ス ペ ク トル の 解析 に 関する共同研究（2）： 前培養

培地の 検討

○石原啓美 （コ ニ カ（株）；微生 物変異原性試験研

究会世話 人代表）
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muta 鉦onai 　specificity 　with 　E ，ω 万Wp3101P −

WP3106P ：AcoUaborative 　study

Hiromi 　ISHIHARA （Kontca　Co，；JEMS ，　BMS ）

【目的1 大腸菌 WP3101P ・WP3106P 菌株 は Lac ÷

復

帰変異 を指標 と して 、突然変異誘発 ス ペ ク トル の

解析がで きる 。 昨年の 大会で 誘発ス ペ ク トル の パ

ターン に機関間の 差 が 認め られ な い こ とを報告 し

た。今回、試験法 の うち 前培養条 につ い て検討 し

た。こ れ まで WP3101P −WP3106P の 前培養 には 最

少 グ ル コ
ー

ス 培地 （MGT 培地 ）を用い て きたが、培

養時間が 長い 等の 理由か ら通 常の エ イ ム ス 試験 で

使 用 して い るニ ュ
ートリエ ン トプ ロ ス 培地 （NB 培

地）で の 前培養 が 可能 か検討 を行 っ た。

【材料 と 方法】WP3101P ・WP3106P 株 をそ れぞ れ

MGT 培地、　 NB 培地で 前培養 しプ レ イ ン キ a べ 一

シ ョ ン 法で 変異原 処理 し、48 時間培 養 後 に L扱 c ＋

復帰突然変 異 コ ロ ニ ーを計 測 した。

【結果】18 種類 の 直接変異原 を用 い て 2種類の 前

培養培地 に つ い て 比較 した とこ ろ、MGT 培地≧

NB 培地 とい う結果 とな っ た 。 中に は NB 培地で

は陽性を示さない 結果 もあり、今回の 条件 で は前

培養 に NB 培地 を用い る こ とは で きない こ とがわ

か
・
っ た。
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染色体異常試験 に おけるアセ トン溶媒の 使用

に つ い て
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【目的】 in　 vitro 染色体異常試験に 用 い られる

溶媒は、被験物質が水に 溶けな い 場合、DMSO
または CMC を用 い るのが一般的 である。 しか し、
水やDMSO に不安定で、ア セ トン に は安定に 溶解

する物質が存在する。また、医療用具（医用材料）
の場合、ア セ トン は抽出溶媒の ひ とつ として使わ

れて い る。こ の様な状況下 、染色体異常試験の溶

媒 と して ア セ トン が使用可能か どうか調査 した。
【実験方法 ｝   ア セ トン 自身の 染色体異常誘発

性を調 べ た。   既知 の直接変異原物質（MMC ，
EMS ）および代 謝活性化 され て 変異原性 を示 す

物質（B［a ユP，CYP ）につ い て 、通常使われ て い る

溶媒（DW ，　DMSO ）と、ア セ トン を溶媒と し た場

合で誘発率を比較 した。   ア セ トン自身 に 倍数

体誘発性が疑われたため、倍数体誘発物質の 溶媒
と して使用可能か どうか調 べ た。なお 、 ア セ トン

溶媒は、細胞毒性の 出ない 濃度 で 使用 した（ア セ ト

ン，DMSO ：0，5％ 、　DW ： IO％ ）。
【結 果】   ア セ トン は 、短時闘処理 で は構造異

常、倍数体 とも誘発 しなか っ たが、連続処理にお

い て細胞毒性 を示す濃度（細胞増殖率 約50％ ）で 、
倍数体を誘発 した。   直接変異原物質、代謝活

性化 されて 変異原性を 示す物質ともに、アセ ト

ン を溶媒と したも の は 、 他の溶媒と同 じような染

色体異常の誘発率を示 した 。   倍数体誘発物質 で

は、ア セ トン を溶媒と した ものは、他の溶媒と同

じよ うな倍数体 の 誘発率を示 し た。

　以上 の 結果か ら、他に適切な溶媒が な い 場合、
ア セ トン 自身が細胞毒性の 出ない 濃度で 使用す

れば、染色体異常試験の溶媒として使用可能 と考
え られ る 。
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